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(2) 日本円（JPY）対 米ドル（USD） 
1 米ドル= 88.44 円 
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要 旨 

1. 国名 ウガンダ共和国 

2. 調査名 大カンパラ都市圏道路網および交通改善調査 

3. カウンターパート機関 建設交通省（Ministry of Works and Transport） 

4. 調査の目的 1. 優先プロジェクトのプレフィージビリティ調査（プレ FS）

2. 公共交通計画の策定 

3. 道路交通安全計画の策定 

4. 技術移転 

5. 調査対象地域 大カンパラ都市圏（The Greater Kampala Metropolitan Area） 

6. 調査内容 

(1) 既存データの収集と解析過去の調査、社会経済状況、自然状況、関係調査報告書、他)

(2) 大カンパラ都市圏の交通マスタープランを含む全国交通マスタープラン調査報告書

（NTMP/GKMA）のレビュー 

(3) 道路改良計画に関わるプレ FS 対象プロジェクトの選定 

(4) 選定されたプロジェクトに対するプレ FS の実施 

(5) 公共交通計画の策定 

(6) 道路交通安全計画の策定 

7. 主な成果 

(1) 大カンパラ都市圏の面積は 970km2、2008 年における人口は 2.5 百万人であり、2023

年には 4.5 百万人に達すると想定されている。 

(2) ウガンダ国（以下、｢ウ｣国）政府は「繁栄のための成長と雇用、社会経済の変換」を

目的とした国家開発計画を 2010 年 4 月に策定した。その中で、大カンパラ都市圏の開

発と高速バス輸送（BRT）計画の実施は計画の中核プロジェクトとなっている。 

(3) カンパラ市内の道路は 1,030km であり、そのうち舗装道路は 330ｋｍ（32％）である。

この内、75ｋｍは建設交通省（MoWT）、またはウガンダ国道公社（UNRA）が管轄し

ている。これらの道路の殆どは 2 車線道路である。 

(4) 大カンパラ都市圏において、カンパラ市内の交通状況はますます悪化しており、国家

や地域の持続的成長に影響を及ぼす恐れがある。交通状況の悪化は、急激な都市化、

国家経済の成長、交通量の高い増加、貧弱な道路網、カンパラ市の一極集中型の都市

構造、適切な交通管理、不十分な公共交通システムなどによるものである。 

(5) 調査団が実施した交通混雑の深刻な交差点調査に関するインタビュー調査結果による

と、90％以上の回答者がショップライト・クロックタワー交差点の混雑が最も深刻で

あると回答した。約 48,000 人/日の歩行者がこの交差点を利用しており、多くの交通事

故がこの交差点で記録されている。 

(6) 2010 年 5 月に提出された世銀が実施中の BRT の概略調査最終報告書によると、2030
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年までに 8 路線において BRT が導入される予定である。そのパイロット路線(14km)の

FS 調査及び詳細設計調査は 2011 年の初頭から開始される。 

(7) BRT 導入により一般車両のカンパラ道路/エンテベ道路交差点への通行が閉鎖される

ことから、カンパラ市中心への交通の流れが大幅に変化することが想定される。さら

に、BRT パイロットプロジェクトの FS 調査結果や一般市民との公聴会を通じて BRT

の基本計画も変化する可能性がある。 

(8) カンパラの公共交通は現地ではタクシーと呼ばれるミニバスとボダボダと呼ばれるモ

ーターバイクが主流である。ミニバス公共交通の最も大きな問題は不定期な運行、不

明瞭な料金、貧弱なサービスであり、市の中心にある二つのミニバスターミナルも交

通混雑の原因となっている。 

(9) 1990 年から 2007 年における交通事故は平均 7.8％の割合で急激に増加している。｢ウ｣

国の車による死亡事故は 10,000 台当たり 65 人であり、アフリカ諸国の中でも最も多

い部類に入る。 

(10) 交通需要対策の欠如、不十分な歩道、駐車場の不足、交通信号の運営・維持管理の未

整備など交通管理政策に関する問題が指摘される。 

8. 結論と提言 

8.1 結論 

(1) 道路網整備計画 

1) NTMP/GKMA をレビューした結果、放射幹線道路としてのガバ道路およびキラ/旧キラ

道路の整備及びカンパラ-エンテベ国際空港高速道路の整備を計画に追加することを

提案する。 

2)  BRT パイロットプロジェクトとの整合性を保ちながら以下の案件をプレ FS 対象道路

として選定し概略設計を行った。 
・ 1.1&1.2 ジンジャー交差点フライオーバー建設事業 (ユスフルレ–ムクワノ道路フラ

イオーバー、ジンジャー–ユスフルレ道路フライオーバー及びムクワノ–ジンジャー
道路フライオーバー) 全長 4.0 km 

・ 1.3 クロックタワーフライオーバー 全長 0.6 km 

・  2 ムクワノ道路拡幅事業 全長 1.8 km 

・  3 ショップライト・クロックタワー交通安全事業 

3)  プレ FS 対象プロジェクトは交通量の増加に対応してフェーズ分けで実施し、フェーズ

１は 2018 年、フェーズ 2 は 2023 年までに実施することを提案する。 

4)  フェーズ１の工事費は 2010 年価格で 2,206 億ウガンダシリング (97.1 百万米ドル)であ

り、コンサルタント費用、物価上昇および予備費、用地取得費・補償費及び管理費を含

めた事業費は 3,535 億ウガンダシリング (155.6 百万米ドル)である。 

5)  プレ FS対象案件のスクリーニングおよび初期評価のために初期環境評価(IEE)を実施し

た。今後 FS 段階ではウガンダ国の国家環境管理庁(NEMA)の承認のもとに EIStudy/EIA
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が必要となる。 

6)  プレ FS 対象プロジェクトは、経済的(EIRR>20%)にも技術的にも事業実施の実現性が高

いことを確認した。またプロジェクトは交通事故の減少、都市・地域・国家の経済発展、

国際経済回廊としての強化、貧困削減、地球温暖化対策にも貢献する。 

(2)  道路交通安全 

1)  道路交通安全の計画を策定するにあたり二つの目標を策定した。一つは 2015 年までに

交通事故による死亡率を現在の半分にすること、二つ目は道路の交通安全と規制・規則

に関連する機関の組織及び機能強化である。 

2)  この二つの目標を達成するために、交通安全対策の構成、データベース構築、環境整備、

人材開発などを含めた基本計画および実施戦略を策定した。 

3)  調査団は上記の調査をもとに、2011 年―2015 年を目標とした交通安全制度の強化・開

発と実施計画からなる「交通安全実行計画」を策定した。 

(3) 公共交通計画 

1)  ミニバスは全ての車両の 30％のシェアを占めていることから、交通混雑緩和のため及

び快適な公共交通を確保するためにミニバスから大型バスへの移行が不可欠である。 

2)  ミニバスが運ぶ乗客数は少なく且つ輸送効率が低いことから、ミニバスは中型・大型バ

スや BRT などの高速バス輸送に置き換えるべきである。 

3)  本調査では、BRT がカバーせず且つバス需要の大きい地域を対象とした 5 つの大型バス

路線を計画した。中型バスは大型バスと BRT がカバーできない地域にて運行する。中

型バスから大型バスや BRT への乗り換え乗客のためにバスターミナルを大型バス及び

BRT 路線上に計画した。 

4)  都市間バスターミナルは放射幹線道路に沿って北バイパスの外に建設するとことを提

案する。都市間バスターミナルはバス乗客の乗り換え施設だけではなく、商業やその他

のサ－ビス機能をもつべきである。 

(4) 交通管理計画 

1)  関係する国際機関との連携し、｢ウ｣国政府が策定した「カンパラ市交通改善戦略」（2009

年 12 月）に提案された対策の実施と、交通管理政策手法の導入を行うべきである。 

2)  CBD 地域や他の主要な町には歩行者専用の歩道を整備強化すべきである。 

3)  駐車場を義務付けたビル建設の標準化、駐車上の共同運行や既存駐車場を有効活用する

ための情報提供システムの構築をすべきである。 

4)  交通信号機の系統的な設置と維持管理を含めた包括的な交通信号計画と実施計画を策

定すべきである。 

8.2 提言 

(1) 道路網整備計画 

1)  両国政府は本調査終了後においても定期的に情報交換を行い、プレ FS 対象プロジェク
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トの実施に係り、FS を含めた時期・方法等について協議すべきである。 

2)  調査団はプレ FS プロジェクトの実施について以下の提案を行なう。 

フェーズ１： ジンジャー交差点フライオーバー建設、ムクワノ道路拡幅、ショップラ
イト・クロックタワー交通安全（中期計画である 2018 年までの実施） 

フェーズ 2： クロックタワーフライオーバー建設（長期計画である 2023 年までの実施）

事業資金が不足する場合には、建設費用の高いジンジャー交差点フライオーバー建設事

業に先駆けて、ムクワノ道路拡幅事業、ショップライト・クロックタワー交通安全事業

を実施することを提案する。 

3)  ｢ウ｣国から要請を受けたキブエ交差点の改良については、キブエ交差点フライオーバー

建設とクイーンズウェイ道路拡幅に係る検討を、BRT 対象の B1 路線（カンパラ-カジャ

ンシー区間）の FS に含めることを提案する。 

4)  調査団は BRT プロジェクトの FS 及び詳細設計の進捗をモニターし、BRT がプレ FS 対

象プロジェクトに影響を与える技術的問題を協議するためのフォローアップ調査を実

施することを提案する。 

(2) 道路交通安全対策 

下記の開発プログラムを早い段階で実施することを提案する。 

1)  交通安全人材育成プロジェクト 

2)  車両管理総合システム構築プロジェクト 

3)  交通制御機器統合及び交通管制システム開発プロジェクト 

(3) 公共交通計画 

1)  BRT 導入と中型/大型バスへの変更に伴い、政府組織の強化と人的資源尾開発が必要で

ある。 

2)  ウガンダ国は公共バスターミナル開発に関する経験が十分でないことから、経験のある

パートナーによる技術や管理に関する支援が望ましい。 

3)  公共交通を利用する人の全体の動きを把握するために、交通計画の基礎データとなる、

パーソントリップ調査の早期実施が望ましい。 

(4) 交通管理計画 

下記の開発プログラムの早期実施を提案する。 

1)  交通需要対策を含めた交通管理を効果的に行うために、行政能力及び技術能力の強化・

開発プログラムを導入すること。 

2)  交通量が多く安全の確保が難しい主要な交差点においては、計画的に信号交差点に改良

していくこと。 

3)  独立して操作する現状の信号機から、交通信号機の増加に応じて対応する面または路線

対応系統式信号機に変更すること。 
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第1章 序論 

1.1 調査の背景 

ウガンダ国（以下、「ウ」国）は人口3,070万人を擁し、2009年のGDPは85.5億米ドル（市場

価格）であった。「ウ」国は内陸国であり、また、鉄道が有効に機能していないことから、

その運輸交通は道路網に大きく依存している。道路輸送は「ウ」国貨物輸送の96.5％、乗客

輸送の95％を占めている。 

970km2の面積を占める大カンパラ都市圏（Greater Kampala Metropolitan Area、以下、GKMA）

の総人口は250万人（2008年現在）と推計されているが、2023年には450万人（全国の9.1%）

にまで増加すると見込まれている。このような急速な都市人口の増加、経済成長及び交通量

の増大は、GKMAの主要交差点、主要道路において深刻な混雑を引き起こしており、この交

通混雑は、国家及び地域経済の持続的な発展を妨げている一要因となっている。 

このような状況下、「ウ」国政府は、我が国政府に対して、「大カンパラ都市圏道路網および

交通改善計画調査」（以下、本調査）の実施に係る技術協力を要請した。独立行政法人 国際

協力機構（以下、JICA）は、「ウ」国関係諸機関の協力の下、本調査を実施することを決定

し、2007年3月にJICAと「ウ」国建設交通省（以下、MoWT）の間で実施細則（以下、SW）

を合意した。 

MoWTは、全国及びGKMA運輸交通マスタープラン（National Transport Master Plan including a 
Transport Master Plan for the Greater Kampala Metropolitan Area、以下、NTMP/GKMA。但し、

全国運輸交通マスタープランのみを指す場合はNTMPとする）を2009年5月に最終化している。

他方、貧困削減アクションプラン（以下、PEAP）に関しては、2004/05年度から2007/08年度

を対象とする第三次計画の終了後、「繁栄のための発展、雇用、社会経済改革」をテーマと

する国家開発計画（以下、NDP）として再編されることが決定された。このNDPについては、

6つの5ヶ年計画（計30年間）から成る全体計画の第一次計画に当たるNDP 2010/11-2014/15が
2010年4月より実施に移されている。NDPは、NTMP/GKMAを中核プロジェクトの一つと位

置付け、その骨子を計画に取り込んでいる。本調査では、NDP等開発目標の達成を支援する

観点から、NTMP/GKMAのフレームワークに準拠した計画を策定するものとした。 

1.2 調査の目的 

本調査の目的は以下のとおりである。 

1) 優先プロジェクトのプレ・フィージビリティ調査（以下、プレFS）の実施 

2) 公共交通計画の策定 

3) 交通安全計画の策定 

4) 調査を通じての関係者への技術移転 

1.3 調査内容と調査対象地域 

本調査は、「ウ」国政府（MoWT）と我が国政府が2007年3月1日に合意したSWに従い、また、

原則として「ウ」国のNTMP/GKMAマスタープランの範囲内で実施された。 

現地調査により、調査団は特にカンパラ市中心部での交通は適切に管理されておらず、交通

管理が混雑、事故等の問題を解決するための重要な課題の一つであると認識した。このため、

調査団は、｢ウ｣国政府に対し、道路施設の強化に着目した道路網整備、公共交通計画、交通
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安全計画に加え、交通管理に係る調査項目を調査内容に加えることを提案し、協議の上、当

調査の調査内容に交通管理計画の策定を加えることとした。交通管理計画は、プレFS対象プ

ロジェクトの概略設計や交通安全計画から独立した形で第10章に取りまとめた。また、交通

信号機運営・維持管理の技術支援に関しても、交通管理の一項目として第10章に記載した。 

(1) 調査の内容 

主な調査項目は以下のとおりである。 

1) 既存データ（過去の調査データ、社会・経済状況、自然条件、関係する調査報告書、

など）の収集と解析 

2) NTMP/GKMAマスタープランのレビュー 

3) 道路網整備計画に係るプレFSの対象となる優先プロジェクトの選定 

4) 選定された優先プロジェクトについてのプレFSの実施 

5) 公共交通計画の策定 

6) 交通安全計画の策定 

7) 交通管理計画の策定 

8) 技術移転 

(2) 調査対象地域 

調査対象地域は、一般にGKMAと呼称されるカンパラ市の中心から半径約20kmの円にて囲ま

れる地域及びエンテベ方向に30kmに延長した地域である。GKMAは下記の地方政府の行政範

囲を含む。 

 カンパラ市 

 エンテベ市 

 ムコノ町とムコノ県の一部 

 ワキソ町とワキソ県の一部 

 キラ町 

 ナンサナ町 

1.4 調査の概要と実施状況 

調査の全体作業期間は11ヶ月間であり、2009年10月末に開始された。調査は三つの主要な作

業項目から成る。 

(1) 優先プロジェクトのプレFSの実施 

(2) 公共交通に係る中期・長期計画の策定 

(3) 交通安全に係る中期・長期計画の策定 

[プレFS対象優先プロジェクトの選定経過] 

「ウ」国政府は、本調査と並行して、カンパラ市の公共交通計画改善のための高速バス輸送

（以下、BRT）計画の予備調査（以下、BRTプレFS）を2009年11月から実施し、2010年5月に
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その最終報告書を正式に承認している。このBRT事業はNDP 2010/11-2014/15の中核プロジェ

クトとして位置付けられ、世界銀行による調査協力と事業実施に必要な資金援助が行われる

ことになっている。このような経緯から、本調査はこのBRT導入を本調査実施上の与件とし

て取り扱い、本調査のプレFSで行う概略設計はBRT計画と調整をしながら行うこととした。 

しかしながら、最終報告書にて提案されたBRTプレFSの計画内容は、BRTの導入に伴い、カ

ンパラの最も重要な交差点であるカンパラ/エンテベ交差点で一般車両を進入禁止とするな

ど、市内交通の流れを大幅に変えるものであるため、2011年早々から12ヶ月間の工期で実施

される予定のBRT事業の概略調査（Feasibility Study）及び詳細設計（Detailed Design）におい

ては、一般市民との公聴会（パブリックコンサルテーション）の結果や、技術及び事業費の

見直し作業により、BRTプレFSで提案された基本構想から、内容が大きく変更されることも

想定される。 

これらの状況から、BRT導入による新たな交通ボトルネックの解消に焦点を当て、BRT事業

導入の支援となる3案件、フライオーバー建設事業、ムクワノ道路拡幅事業、ショップライ

ト・クロックタワー交差点交通安全改善事業がプレFS対象優先プロジェクトとして選定され、

2007年3月1日に両国政府が調印した当初のSWに従って、プレFSレベルでの設計を行うこと

とした。 

調査全体の作業工程を図1.4.1に示す。 

Oct. Nov. Dec. Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct.

Steering Committee (S/C)

Stakeholder Meeting (SHM)

Workshop

Phasing of the Study

Study in Uganda
Study in Japan

Report to be submitted 

Main
Output

Public Transport Plan

Traffic Safety Plan

Pre-Feasibility Study
(Pre-F/S)

Item 2009 2010

Inception Report Interim Report -I Draft Final Report Final Report

1st S/C 2nd S/C 3rd S/C 4th S/C

Phase I Phase II-1 Phase II-2 Phase II-3

Interim Report - II

2nd Workshop1st Workshop

1st SHM

Preparation of Long-
list Projects and
Section of Short-list
(Priority) Projects for
Pre-F/S

Pre-feasibility
Study &
Preliminary
Design for
Priority Projects

Alternative Study
for Short-listed
(Priority) Projects

Review
of
Previous
Data
and
Reports,

(NTMP
/
GKMA)

Formulation of  Public Transport Plan in the Medium and Long
Terms

Formulation of Road Safety Plan

2nd SHM

 
Source: JICA Study Team 

図 1.4.1 調査全体作業工程 

 
1.5 調査実施組織とステアリング・コミッティー 

(1) 調査実施組織 

調査団は、カウンターパート機関であるMoWTと密接な協調関係を保ちながら調査を実施し

た。また、MoWTを議長とし、道路行政関係諸機関、地方政府等から構成されるステアリン

グ・コミッティー及びテクニカルワーキンググループが調査のために設立された。調査の組

織図を図1.5.1に示す。 
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Government of the Republic of UgandaGovernment of Japan

JICA Headquarters

JICA Uganda Office

JICA Study Team

Ministry of Works and
Transport (MOWT)

Steering Committee
(MOWT, UNRA, KCC, UPF,

UBOA, UTODA, NEMA, MFPED,
MOLG, WDC, MDC, EMC)

Technical Working Group (Counterpart)
(MOWT and Other Related Road

Administration / Management Authorities)  
Source: JICA Study Team 

図 1.5.1 調査実施組織 

 
(2) ステアリング・コミッティー及びカウンターパート 

ステアリング・コミッティーはMoWTを議長とし、下記の組織から構成された。 

1) Ministry of Works and Transport (MoWT) 
2) Uganda National Roads Authority (UNRA) 

3) Kampala City Council (KCC) 
4) Uganda Police Force (UPF) 
5) Wakiso District Council (WDC) 
6) Mukono District Council (MDC) 
7) Entebbe Municipal Council (EMC) 
8) Uganda Taxi Operation and Drivers Association (UTODA) 
9) Uganda Bus Operation Association (UBOA) 
10) National Environment Management Authority (NEMA) 
11) Ministry of Finance, Planning and Economic Development (MFPED) 
12) Ministry of Local Government (MoLG) 

MoWTは主カウンターパートとして、調査中に調査団、「ウ」国政府間で交わしたステアリ

ング・コミッティー協議議事録に調印する権限を有した。また、UNRA、KCC及びUPFは、

本調査の目的と直接関係する官庁としてMoWTとともにKey Stakeholderとして任命された。 

1.6 技術移転 

調査の期間中、調査団は下記の技術移転を行った。 

(1) MoWT、KCC、UNRA 及び UPF から構成される Key Stakeholder 会議を月に一度の

割合で開催し、意見交換と協議を行った。 

(2) GKMA の交通問題を担当する各官庁や関係機関の責任者を招待したワークショップ

とステークホルダー会議を 2 回開催し、調査の結果を報告し協議を行った。ワーク

ショップ・ステークホルダー会議では、特に以下のテーマに焦点を当て技術移転を

実施した。 

1) 交通調査及び将来交通需要予測など解析手法 
2) 多基準分析手法による優先プロジェクト評価 
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3) フライオーバーを含む交差点の計画、設計 
4) バス運営計画を含む公共交通計画 
5) 環境影響評価調査手法 
6) 交通安全計画及び交通管理計画 

(3) カンパラ市役所の交通運営・管理の責任者に対するオンザジョブトレーニングを実

施した。 

(4) UPF 高官 3 名を招待し、交通運営・管理に焦点を当てた JICA の国別研修プログラム

（2010 年 10 月 23 日～31 日）を実施した。研修プログラムは ANNEX に示す。 

1.7 報告書の構成 

本調査の報告書の構成は、以下のとおりである。 

要約編（和文、英文） 
Volume I:  本編（英文） 
Volume II:  図面集（英文） 
Volume III: 資料集（英文） 
別冊:  交通信号維持管理マニュアル（英文） 
 

報告書（本編及び要約編）は、以下の13章から構成される。 

第1章：序論 
第2章：開発計画と調査対象地域の現状 

第3章：運輸交通セクターの現況 

第4章：運輸交通マスタープランのレビュー 

第5章：交通量調査及び交通需要予測 

第6章：プレFS対象事業のロングリスト及びショートリスト 
第7章：プレFS調査対象事業の概略設計 
第8章：道路交通安全計画 
第9章：公共交通計画 
第10章：交通管理計画 
第11章：環境社会配慮 
第12章：事業費、事業実施計画及び事業評価 
第13章：結論と提言 
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第2章 開発計画と調査対象地域の現状 

2.1 開発計画 

(1) 貧困削減計画（PEAP）と国家開発計画（NDP） 

「ウ」国政府は2010年4月に貧困削減アクションプラン（PEAP）を国家開発計画（NDP）に

格上げすることを決定した。このNDPは「繁栄のための成長、雇用と社会経済の変革」とい

うテーマを掲げ、｢ウ｣国を向こう30年以内に近代化し繁栄した社会へ変質させることを目標

としている。その開発アプローチは経済成長と貧困削減を絡み合わせ、民間セクターを成長

と開発の牽引車として位置付けている。 

計画期間中における国内総生産の成長率は年平均7.2％と想定しており、この成長が継続すれ

ば一人当たりの所得は2008/2009年の506米ドルから2014/2015年には850米ドルになると予想

している。また、貧困ライン以下で生活している人々の割合を、2005/2006年の31％から、

2014/2015年にはミレニアム開発目標（MDG）の28%を下回る24.5%にまで減少させることと

している。 

NDPにおける中核的なプロジェクトはGKMAの開発とBRTである。NDPの総投資額は54兆ウ

ガンダシリング（270億米ドル）と見積もられ、その内GKMAへの開発投資額はUShs 17.2兆
ウガンダシリング（85.8億米ドル）及びBRTへの投資額は4,290億ウガンダシリング（2.2億米

ドル）と想定している。 

(2) ミレニアム開発目標 (MDGs) 

「ミレニアム開発目標」（MDGs）は2000年に国連総会で定義され、国際社会に対して開発

目標を決意表明したものである。「ウ」国はこの国連のミレニアム開発目標を支持し署名し

ており、MDGsの健康、教育、貧困削減、公共サービス提供などの分野における達成目標が、

NDPやカンパラ市の開発計画（後述のSRF-II）の目標や行動指標になっている。 

(3) ビジョン 2025 とビジョン 2035 

1999年に作成された「ビジョン2025」は、2025年を目標年とした国家長期展望計画であり、

「ウ」国の経済社会開発に関わる長期的な姿を検討したものである。「ビジョン2025」は、

2005年に30年後を見据えた「ビジョン2035」として更新された。「ビジョン2035」は2035年
までに貧困の無い繁栄した将来を目指しており、交通セクターの重要性を強調している。 

(4) カンパラ市 SFR-II およびカンパラビジョン 2015 

カンパラ市は市の公益サービス事業の変革を求めた改革案を1997年にまとめ、これら

を”Strategic Framework for Reform” (SFR)として文書化した。このSFRは、2004年に見直しが

行われ、SFR-IIとしてカンパラ市の業績達成に係る能力強化を目的として今後10年（2005年
―2015年）におけるカンパラ市の将来像や目標を設定し、それらを達成するための具体的な

戦略、行動、実施指標、実施計画などを明記している。 

カンパラ市は、世銀の財政支援を得て、市全体をまたぐ (a)排水システム、(b)交通及び道路

維持、(c)廃棄物、(d)都市内マーケットなどのインフラ整備及びサービスを企画し、”Kampala 
Institutional and Infrustracture Development Project” (KIIDP)を実施している。 
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(5) 東アフリカ共同体（EAC） 

東アフリカ共同体（East African Community、EAC）は、タンザニアのアルーシャに本部を置

き、ケニア、ウガンダ、ルワンダ、ブルンジ、タンザニアの5カ国から構成される地域的な

共同体であり、共同体相互の利益のために政治、経済、社会分野の国家間の協力を広く、深

くすることを目的としている。 

EACは、人口1億35百万人、面積1.82百万平方キロ、国内総生産710億米ドル（2008年）を抱

える大きな経済圏を構成しており、戦略的にも地政学的にも重要な地位を有している。表

2.1.1に共同体各国の経済指標を示す。 

表2.1.1 東アフリカ共同体各国の概要 
Country 

 
 

Area  
 

(1,000km2) 

Population  
 

(Million) 

Population 
Density 

(Person/km2) 

GDP  
 

(US$ Billion) 

Per-Capita GDP
(US$) 

Uganda 236 
(water 15.4%) 32.7 112 14.5 443

Tanzania 945 
(water 6.2%) 43.7 39 20.7 474

Kenya 583 
(water 2.3%) 39.8 55 30.2 759

Rwanda 26 
(water 5.3%) 10.0 302 4.4 440

Burundi 28 8.3 224 1.0 120
Total/Average 1,818 134.5 74 70.8 526

Note: Data of 2008 
Source: IMF (2009) 

 

2003年4月にEACメンバーによる道路会議が開催され、EACにおける道路網開発プロジェク

トが協議され、それらの実施を急ぐべきとの基本戦略が合意された。EAC各国は、総延長

12,000kmに及ぶ5つの主要な交通回廊を戦略的優先プロジェクトとして認定し、図2.1.1に示

すこれらの道路網を完成するため、早期の修復・改良が必要であると認識している。 
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Source: The EAC Road Network Project, 2009 

図2.1.1 東アフリカ共同体の5回廊と東アフリカ横断道路 
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2.2 調査対象地域の自然条件 

(1) 気候 

カンパラの平均最高気温は27.3°C、平均最低気温は18.1°Cである。1974年から2009年までの

平均年間雨量は1,228mm/年であり、各月の平均雨量及び最高、最低気温を以下に示す。 

表2.2.1 平均年間雨量 (1974-2009) 及び平均気温 (2006-2008) 
Month Jan Feb Mar Apr May Jun 

Rainfall(mm) 71.4 51.4 120.1 153.9 127.2 62.7 

Temperature 

Mean Max. 
28.6 28.0 28.1 27.6 27.1 26.3 

Temperature 

Mean Min. 
18.9 19.1 18.5 18.1 18.5 18.1 

Month Jul Aug Sep Oct Nov Dec 

Rainfall(mm) 57.0 95.1 116.3 132.7 142.8 94.0 

Temperature 

Mean Max. 
26.1 26.8 27.4 27.4 27.1 27.1 

Temperature 

Mean Min. 
17.9 17.5 17.3 18.0 18.0 18.1 

Source: Department of Meteorology and The Feasibility Study of Improvement of Trunk Road at 
Kampala Urban Interface Sections  

 (2) 地形及び水文 

｢ウ｣国はアフリカ大陸の東に位置しており、その面積は235,000 km²である。｢ウ｣国南部に位

置するビクトリア湖はアフリカ最大の湖であり、水面の標高は約1,200 mである。カンパラ市

の中心部は20以上の丘から構成される丘陵地帯であり、雨が降ると谷に集中し、低地部は湿

地帯を形成している。 

カンパラは8つの排水系統があり、それぞれの排水面積は表2.2.1に示すとおりである。 それ

ぞれの排水系統は主流河川と幾つかの支流河川から構成され、最終的にビクトリア湖に流出

する。 

 

Source: Nakivubo Channel Rehabilitation Project (NCRP) 

図2.2.1  カンパラ市の排水系統（8路線） 
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(3) 地質と地震 

｢ウ｣国の地質はプレカンブリアン紀の複合基盤層から構成されている。カンパラは安定した

大陸地殻であるコンゴクラトンの端に位置しているが、この地域は同時にキバラン造山運動

とよばれるプレカンブリアン紀の有機物質からなる地質とリフトバレーの造山運動による

影響を受けており、これらの変質層が断層や岩の亀裂を生んでいる。 

｢ウ｣国は二つのプレート境界にはさまれており、このプレート境界の動きに関係した地震が

発生する。一般的に地震の強度はプレート境界から離れた地域よりも力が集中するプレート

境界線のほうが大きい。図2.2.2は1966年から2009年の間に｢ウ｣国で発生した地震の震源地を

示したものである。上記期間においてはカンパラ市を中心とした地震は発生していない。 

Plate boundary

(spread)

hypocenter

Legend

KENYA

SUDAN

CONGO(DRC)

UGANDA

RWANDA

Kampala

Mbarara

Gulu

Nairobi

 

Source: JICA Study Team based on USGS data 

図2.2.2 ｢ウ｣国の地震分布（1966-2009） 

2.3 社会経済状況 

2009年中間期の｢ウ｣国の人口は30.7百万人である。国勢調査が実施された1991年と2002年の

間の年平均増加率は3.3％であり、その後、2009年まで3.5％の高い増加率を維持している。

都市人口は｢ウ｣国全体で急速に増加しており、1992年から2002年の都市人口の延び率は5.2％、

2002年から2009年は6.1％と高い増加率を示している。 

2002年の国勢調査の結果では、GKMAの総人口は1.96百万人で｢ウ｣国全体の8.1％に相当する

が、2008年のGKMAの人口は2.5百万人、2023年には4.5百万人になると推計されている。 

2008/2009年度におけるGDPは、前年度の8.7％に比べて若干下げたが、サービス業分野の好

況により7.1％と高い成長を示した。過去7年間（2001/02年度－2008/09年度）における平均成

長率は年率7.8％を記録している。 

農業セクターは｢ウ｣国経済の重要な分野であるが、2008/09年におけるGDPに占める割合はサ

ービス産業が55％、工業が27％と大きい割合を占め、農業セクターは17％に落ち込んでいる。 

1997年から2008年までの間に500百万米ドルの民間資金が石油の掘削と生産に投資された。

「ウ」国政府は石油探査地への道路建設を含めたインフラ整備に投資してきており、その結

果、2006年に商業ベースに乗る石油埋蔵の発見につながっている。この石油埋蔵量は2009年
現在20億バレルと推計されており、アルバート湖に近いAlbertine Graben地域（約23,000km²）
に集中している。 
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2.4 カンパラ市の都市計画と土地利用 

(1) カンパラ市の都市計画 

カンパラ市は1994年に現況と将来の土地利用図を作成し、カンパラ市の開発の方向性を設定

している。このプログラムと政策方針は正式に採用されたものの、実際に適用されたのは一

部の地域に限定されている。この都市計画は15年経過した現在でも条例として有効であるこ

とから、土地利用に関わる現況の問題点を解決するために、この計画を再評価し更新するこ

とが必要である。2010年から世銀の支援の下で、KIIDPの強化と改良を含めた土地利用計画

の更新と強化が行われている。 

(2) 土地利用 

GKMAではカンパラ市郊外の多くの地域で人口の急増と人口密度の上昇により、無秩序な町

の拡大が深刻化しつつある。これは郊外では用地の確保が容易で用地費が安いことによるも

のであるが、GKMAに包括的な土地利用計画が無いこと及び法として施行されていないこと

も要因の一つである。 

土地利用に関する主要な問題は以下のとおりである。 

• 市中心部への一極集中型の土地利用 

• 放射道路沿いに集中する開発 

• 隣接地域への無秩序な住宅の進出 

• 高密度と低密度の居住地域が混在する土地利用 

• 市中心部に広がる工場と交通施設 

• 貧困居住区の拡大 

(3) カンパラの商・工業団地開発 

ウガンダ投資公社（Uganda Invenstment Authority、以下、UIA）は、ウガンダへの投資促進及

び工業団地建設の助成を行う政府機関である。UIAは現在下記の工業団地への助成を行って

いる。 

• Luzira Industrial Park,  

• Bweyogerer Industrial Park, and  

• Kampala Industrial and Business Park (KIBP) at Namanve 

KIBPはワキソ県とムコノ県との境界に位置しており、カンパラ市の東約14kmのジンジャー

道路沿いに建設中である。工業団地は世銀が2003年に調査を実施し、その広さは894haであ

り、現在投資家へ分譲中である。 
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第3章 運輸交通セクターの現況 

3.1 運輸交通セクターの概要 

(1) 全体的な運輸交通システムの概要 
「ウ」国の運輸交通システムは道路、鉄道、航空、水上輸送により構成されている。貨物及

び旅客輸送の90%以上が道路により担われている。道路は全貨物輸送の96.5%を占め、鉄道に

よる輸送は3.5%に過ぎない。また、道路は旅客輸送の95%を占める。 

「ウ」国の道路網は国道、州道、都市道、村落道路から構成されている。国道はMoWT、州

道、都市道はMoLG（州議会、市議会）の所管である。現在、「ウ」国の道路総延長は7万8,100km
であるが、2万800kmは国道（2010年）、1万7,500kmは州道、4,800kmは都市道、そして残りの

3万5,000kmは村落道路に区分されている。1996年に比較すると国道の総延長はほぼ2倍に増

えているが、これは州道の一部が国道に変更されたことによる。 

以前は計1,260kmの鉄道が運行されていたが、2009年にはマラバ–カンパラ線（250km）、トロ

ロ–ムバレ（60km）及びポートベル–カンパラ（6km）の合計320kmが運行されているに過ぎ

ない。鉄道の運営は2006年に民間企業（Rift Valley Railways）に2006-2032年の長期リースが

なされた。 

(2) 運輸交通セクターの予算と支出 
運輸交通セクター（MoWT）は2008/09年度に1兆840億ウガンダシリング、2009/10年度に1兆
1340億ウガンダシリングの予算配分を受け、2010/11年度には1兆409億ウガンダシリングの予

算が予定されている。これらは「ウ」国政府の全予算に対してそれぞれ18.5%、16.5%、18.4%
を占め、全セクターの中で最大の配分であり、道路セクターには全運輸交通セクターの80%
から90%の配分がなされている。道路セクターへの予算配分の概要を次表に示す。 

表 3.1.1 中期支出フレームワークの概要 
VOTE

Road Sub-Sector FY 2008/09 FY 2009/10 FY 2010/11 FY 2011/12 FY 2012/13 FY 2013/14
113 Uganda National Road Authority (UNRA) 412.97 435.96 642.49 528.25 571.93 634.81
113 Trunk Road Maintenance 135.39 135.39 135.39 162.47 194.97 233.96

501-850 District Road Maintenance 55.63 88.16 88.16 106.63 130.02 160.05
501-850 Urban Road Maintenance 11.55 27.00 27.00 32.48 39.15 47.33

113 Transport Corridor Project 320.26 320.26 415.24 0.00 0.00 0.00
Total of Road Sub-Sector 935.80 1,006.77 1,308.28 829.83 936.07 1,076.15

Total Budget incl. Donor Project (Shs. Billion)

 
Source: MoWT 
 

道路セクター全体の予算配分は、2008年度から2013年度まで年率平均2.8%（2008年度比で15%
増）で増加すると見込まれており、この中でもUNRAへの配分は年率平均9.0%で増えている。

Transport Corridor Projectは2010年度に完工する予定である。維持管理予算は、2013年度には

幹線道路で2008年度比1.73倍（233.96/135.39）、州道で同2.88倍（160.05/55.63）、都市道で同

4.1倍（47.33/11.55）に拡充される計画である。 
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(3) 運輸交通セクターの所管組織 

1) 建設交通省（MoWT） 

現在のMoWTは前身の建設・住宅・通信省（MoWHC）から2006年に分離・再編された組織

である（図3.1.1）。 

 

 
Source: MoWT 

図3.1.1 建設交通省の組織図 

2) ウガンダ国道公社（UNRA） 

UNRAは道路セクター改革の一環として2006年の国法に従い新設された組織である。ウガン

ダ国道公社は前の国道公社準備室から再組織化され、2008年7月1日より全面的運営がなされ

ている。 
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Source: UNRA 

図 3.1.2 ウガンダ国道公社の組織図 

3) カンパラ市（KCC） 

KCCは195km2の地域を所管しており、そのうち86.7%は陸地である。行政区域は5つの区と99
の区（Parish）から構成されている。カンパラ市には総延長1,030kmの道路があるが、舗装さ

れた道路は330km（32%）に過ぎず、残りの700km（68%）は砂利又は土道である。この他、

KCCにはMoWT（又はUNRA）が所管する約75kmの道路がある。次図はKCCの建設・都市計

画部門の組織図を示す。 

 
Source: KCC 

図 3.1.3 カンパラ市建設・都市計画部門の組織図 
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(4) 開発及び維持管理計画 

UNRAは下表に示す5ヵ年間（2010/11–2014/15）国道路開発及び維持管理計画を策定した。 

表 3.1.2 ウガンダ国道公社の 5 ヵ年間国道路開発及び維持管理計画 

2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 Total
Upgrading to Tarmac (paved) Standard 226.7 216.3 288.8 154.4 178.9 1065.1
Reconstruction 125.1 156.6 105.3 168.8 225.0 780.8
Rehabilitation 89.5 2.2 3.4 0.0 0.0 95.1
Bridges 0.0 7.5 7.5 20.0 15.0 50.0
Consultancy services 16.3 26.3 16.3 31.3 41.3 131.5
Land Acquisition 6.0 6.0 6.0 3.0 3.0 24.0
Periodic Maintenance 24.4 36.5 48.8 60.9 73.2 243.8
Routine Maintenance 44.9 44.9 44.9 44.9 44.9 224.5
Routine Maintenance 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 29.0
Low Cost  Seals 0.0 12.0 24.0 36.0 48.0 120.0
Road Safety 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 25.0
Bridges 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 25.0

548.7 524.1 560.8 535.1 645.1 2813.8
Source: NTMP

US$ Million
Estimated Expenditure for Road Development and Maintenance

N
at
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na

l R
oa

d
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tri

ct
 &

 U
rb

an
R

oa
ds

Activity Description

Total 
 

軸重管理や他の業務を含む国道の維持管理は、2009年にMoWTからUNRA（運営部）に移管

された。日常的及び定期的維持管理は直営、又は小さな地方請負業者により実施され、UNRA
の地方事務所が管理をしている。 

(5) 道路基金 

国会は2008年7月にウガンダ道路基金（URF）法を承認した。その目的は公的道路の日常的

及び定期的維持管理を、道路利用者料を原資とする特別基金から支出することである。道路

基金の財源は燃料税、国際貨物通行料金（「ウ」国に入国する外国の車両から徴収）、運転免

許料、過積載違反車両の罰金、有料道路・橋梁収入、重量・走行距離料金を含む道路利用者

料である。道路基金は2010年7月1日から全面的は運用がなされる。 

年間で約百万米ドルである道路基金は、UNRA及び州・都市・村落道路を所管する行政府が

実施する道路維持管理プログラムに対して支出される。 

道路基金は以下の特徴を有する。 

1) 道路基金は一般予算に追加的に編成される予算であり、他のセクターに流用されること

はない。 

2) 道路行政とは切り離された形で管理される。ウガンダ国道公社はMoWTの下部組織であ

るが、道路基金はMFPED（Ministry of Finance, Planning and Economic Development）の下

に設置されている。 

3) 道路基金の歳入は一般予算とは別途、道路利用に関係する料金収入からもたらされ、道

路基金専用の口座に入る。このため、道路基金は一般予算からの独立性を保つ特別会計

と見なすことができる。 

4) 道路基金の使途は、国道、州道、都市道、村落道路を含む全公共道路の維持管理（及び

交通安全対策）に限定される。 
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5) UNRAの予算は国道の補修、改修、新設に充てられる一方で、道路基金は国道のみなら

ず、地方政府に配分する形で州道、都市道、村落道路を含む全公共道路の日常及び定期

維持管理に充てられる。 

(6) 車両登録数 

表3.1.3 は1997年から2008年までの車両登録数を示す。過去11年間の全登録車両の平均年

間増加率は10.9%であった。自動二輪車を含む全車両登録台数は1997年の15万500台から、

2008年には約3倍の47万500台に増加した。この内、約半分はカンパラで運行されている。 

表 3.1.3 車両登録数 (1997-2008) 
Unit: Vehicle

Type 1997 2002 2004 2005 2006 2007 2008 Average
Annual

Growth Rate
(1997-2008)

Share
(2008)

Truck 9,900 15,700 17,530 18,684 20,496 23,323 28,501 10.1% 6.1%
(Annual Increase) 9.7% 5.7% 6.6% 9.7% 13.8% 22.2%
Pick-up Vans & 4WD 33,100 45,500 52,685 53,203 53,137 55,950 58,317 5.3% 12.4%
(Annual Increase) 6.6% 7.6% 1.0% -0.1% 5.3% 4.2%
Buses 600 800 878 868 857 995 1,237 6.8% 0.3%
(Annual Increase) 5.9% 4.8% -1.1% -1.3% 16.1% 24.3%
Mini Buses 13,400 18,000 22,565 27,568 32,006 39,476 49,235 12.6% 10.5%
(Annual Increase) 6.1% 12.0% 22.2% 16.1% 23.3% 24.7%
Cars 42,000 54,200 59,786 65,471 70,652 81,320 90,856 7.3% 19.3%
(Annual Increase) 5.2% 5.0% 9.5% 7.9% 15.1% 11.7%
Motor Cycles 48,000 71,200 89,212 108,207 133,985 176,516 236,452 15.6% 50.3%
(Annual Increase) 8.2% 11.9% 21.3% 23.8% 31.7% 34.0%
Agric Tractors, etc 3,500 3,800 4,389 4,593 4,769 5,193 5,890 4.8% 1.3%
(Annual Increase) 1.7% 7.5% 4.6% 3.8% 8.9% 13.4%
Total without Motor
Cycles & Agric Tractors

99,000 134,200 153,444 165,794 177,148 201,064 228,146 7.9%

(Annual Increase) 6.3% 6.9% 8.0% 6.8% 13.5% 13.5%
Grand Total 150,500 209,200 247,045 278,594 315,902 382,773 470,488 10.9% 100.0%

(Annual Increase) 6.8% 8.7% 12.8% 13.4% 21.2% 22.9%
Source：Statiscal Abstract, UBOS （2009） and NTMP/MOWT  
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3.2 大カンパラ都市圏道路セクターの現況と課題 

(1) 大カンパラ都市圏及びカンパラ市の道路網 

KCCの2009年の道路台帳は計619kmの主な道路をカバーしているが、計約410kmの小道路に

関する状況は把握されていない。道路台帳によれば、カンパラ市の道路網は290kmの舗装道

路と329kmの未舗装道路（砂利・土道）から構成されている。計約25kmの４車線以上の道路

を除いて、全て2車線道路である。表3.2.1は行政区別の路面状況を示す。 

表 3.2.1 カンパラ市の行政区別路面状況 

CEN KAW MAK NAK RUB (km) (%)
Very Good 0.0 0.7 4.6 3.9 0.0 9.1 3%
Good 29.0 16.2 15.8 14.0 12.2 87.1 30%
Fair 45.0 11.0 15.6 31.9 20.7 124.2 43%
Poor 14.6 4.7 6.2 7.9 5.6 38.9 13%
Very Poor 15.9 2.1 2.0 2.0 0.0 22.1 8%
N.A. 0.0 0.7 0.0 8.3 0.0 9.0 3%

Total (km) 104.5 35.3 44.1 68.0 38.4 290.3 100%

Source: KCC Road Database
Note: Northern Bypass (21km) is not included in the database.

TotalCondition Road Length (km) in Divisions

CEN=Central Division; KAW=Kawempe Division; MAK=Makindye Division;

 
路面状態の区分は、道路台帳において明確に定義されておらず、詳細は不明であるが、目視によ

るひび割れ状況調査や走行快適性調査など簡便な手法により評価されているものと思料される。 

KCCの道路基金からの配分を除く2009/10年度の予算総額は270億ウガンダシリングであり、

56億ウガンダシリング（21%）が公共工事に配分された。KCCは所管する全道路の維持管理

に必要な費用を、年間255億ウガンダシリングと概算している。しかしながら、実際に道路

維持管理に配分された予算は2007/2008年度及び2008/2009年度は各150億ウガンダシリング

であり、毎年100億ウガンダシリングの財務ギャップが生じている。 

(2) 交通混雑 

調査団はカンパラ市の主要幹線道路において、朝夕の交通ピーク時に車両走行速度調査を実

施し、NTMP/GKMAにて2003年11月から2004年4月実施された調査と比較した（図3.2.1）。そ

の主な結果を以下に記す。 

• Queen’s Way を除く全ての幹線道路、主要交差点で交通渋滞がより深刻になっている。 

• 交通混雑は市中心部から周辺のボンボ道路、マケレレ・ヒル道路、ポートベル道路及び 
ンサンビア/ムクワノ道路へと広がっている。 

• CBD（商業地域）ではナミレンベ通り、ベン・キワヌカ通り、ルウム通り等、全ての道

路で一日中交通渋滞が生じている。 

 



最終報告書（要約） 
ウガンダ国 
大カンパラ都市圏道路網および交通改善計画調査 2010 年 11 月 

 

3-7 

 
So

ur
ce

: J
IC

A
 S

tu
dy

 T
ea

m
 

図
 3

.2
.1

 
朝

夕
の
交

通
ピ
ー

ク
時
に

お
け
る

車
両
走

行
速

度
調

査
結

果
 

  A
M

 P
ea

k 
H

ou
rs

  P
M

 P
ea

k 
H

ou
rs

 N
o
te

s:

N
TM

P/
G

K
M

A 
20

05
 (S

ur
ve

y 
Pe

rio
d:

 F
ro

m
 N

ov
 2

00
3 

To
 A

pr
 2

00
4)

Th
e 

St
ud

y 
Te

am
 ( 

2n
d,

 3
rd

, 4
th

, 9
th

, 1
0t

h,
 1

1t
h 

of
 F

eb
, 2

01
0)

D
riv

in
g 

Sp
ee

d:
 <

 1
5 

km
/h

in
 C

B
D

/
C

o
m

m
e
rc

ia
l

C
e
nt

e
r 

ir
re

sp
e
ct

iv
e

o
f 
ti
m

e

Th
e 

m
os

t c
rit

ic
al

ju
nc

tio
ns

5
0
0
m

0
5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

A
ve

ra
ge

 S
p
e
ed

 (
km

/
h
)

0
 ～

 1
5

1
5
 ～

 3
0

3
0
 ～

 4
5

4
5
 ～

 6
0

6
0
 ～

 7
5

7
5
 ～

 9
0

>
 9

0

5
0
0
m

0
5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

A
ve

ra
ge

 S
p
e
e
d 

(k
m

/
h
)

>
 9

0

7
5 

～
 9

0

6
0 

～
 7

5

4
5 

～
 6

0

3
0 

～
 4

5

1
5 

～
 3

0

0
 ～

 1
5

5
0
0
m

0
5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

A
ve

ra
ge

 S
p
e
e
d
 (
km

/
h
)

0
 ～

 1
5

1
5
 ～

 3
0

3
0
 ～

 4
5

4
5
 ～

 6
0

6
0
 ～

 7
5

7
5
 ～

 9
0

>
 9

0

5
0
0
m

0
5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

A
ve

ra
ge

 S
p
e
e
d
 (
km

/
h
)

>
 9

0

7
5
 ～

 9
0

6
0
 ～

 7
5

4
5
 ～

 6
0

3
0
 ～

 4
5

1
5
 ～

 3
0

0
 ～

 1
5

KatweRd

Yusu
fu Lule 

Rd

Jin
ja 

Rd

Bombo Rd Kampala Rd

Na
te

te
Rd

M
as

ak
a 

R
d

Queen’s Way

KabasuRd

S.P.Kaggwa Rd

Mukwano Rd

Po
rt 

Be
ll R

d

Hoima Rd

Lugogo Bypass

Bw
ais

e J
ct

Ma
ke

re
re

Rb
t

Ki
bu

ye
 Jc

t

Na
ku

lab
ye

 R
bt

En
te

bb
e

Jc
t

Jin
ja

Jc
t

Wan
deg

eya
Jct

Po
rt

Be
ll J

ct

Sh
op

rite
 / C

loc
k 

To
we

r J
ct

KatweRd

Yusu
fu Lule 

Rd

Jin
ja 

Rd

Bombo Rd Kampala Rd

Na
te

te
Rd

M
as

ak
a 

R
d

Queen’s Way

KabasuRd

S.P.Kaggwa Rd

Mukwano Rd

Po
rt 

Be
ll R

d

Hoima Rd

Lugogo Bypass

Bw
ais

e J
ct

Ma
ke

re
re

Rb
t

Ki
bu

ye
 Jc

t

Na
ku

lab
ye

 R
bt

En
te

bb
e

Jc
t

Jin
ja

Jc
t

Wan
deg

eya
Jct

Po
rt 

Be
ll

Jc
t

Sh
op

rite
 / C

loc
k 

To
we

r J
ct

Bw
ais

e J
ct

Ma
ke

re
re

Rb
t

Ki
bu

ye
 Jc

t

Na
ku

lab
ye

 R
bt

En
te

bb
e

Jc
t

Jin
ja

Jc
t

Wan
deg

eya
Jct

Po
rt

Be
ll J

ct

Sh
op

rite
 / C

loc
k 

To
we

r J
ct

Bw
ais

e J
ct

Ma
ke

re
re

Rb
t

Ki
bu

ye
 Jc

t

Na
ku

lab
ye

 R
bt

En
te

bb
e

Jc
t

Jin
ja 

Jc
t

Wan
deg

eya
Jct

Po
rt 

Be
ll

Jc
t

Sh
op

rite
 / C

loc
k 

To
we

r J
ct

KatweRd

Yusu
fu Lule 

Rd

Jin
ja 

Rd

Bombo Rd Kampala Rd

Na
te

te
Rd

M
as

ak
a 

R
d

Queen’s Way

KabasuRd

S.P.Kaggwa Rd

Mukwano Rd

Po
rt 

Be
ll R

d

Hoima Rd

Lugogo Bypass

KatweRd

Yusu
fu Lule 

Rd

Jin
ja 

Rd

Bombo Rd Kampala Rd

Na
te

te
Rd

M
as

ak
a 

R
d

Queen’s Way

KabasuRd

S.P.Kaggwa Rd

Mukwano Rd

Po
rt 

Be
ll R

d

Hoima Rd

Lugogo Bypass

Af
ric

an
a

Jc
t

Af
ric

an
a

Jc
t

Af
ric

an
a

Jc
t

Af
ric

an
a

Jc
t



最終報告書（要約） 
ウガンダ国 
大カンパラ都市圏道路網および交通改善計画調査 2010 年 11 月 

 

3-8 

調査団は調査運営委員会（ステアリングコミッティ）及びステークホルダー会議において、

最も交通渋滞の深刻な交差点に係るアンケート調査を実施し、計57の回答を得た。それによ

ると、全回答者の90%以上がショップライト/クロックタワー/エンテベ交差点の交通渋滞が最

も深刻であると回答した（図3.2.2）。 
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図 3.2.2 最も交通渋滞の深刻な交差点に係るアンケート調査結果 

以下は深刻な交通混雑・渋滞の主な要因である。 

• 急激な都市化と都市人口の増加 

• 高い域内国内総生産の増加、急激な車両数と交通量の増加 

• CBD（市中心部）に一点集中する都市構造 

• 質が悪く貧弱な道路網及び交通容量の不足 

• 路側駐車を含む不適切な交通管理及び包括的な交通需要政策の欠落 

• 適切な公共交通の欠落 

• 道路管理行政体及び職員の能力不足 

• 運輸インフラへの不十分な投資、施設の不適切な維持管理、計画と監理能力の不足 

• その他（市中心付近に位置する工業団地及び内陸保管基地、丘陵地形、鉄道との平面交

差、洪水、混合交通、高い交通事故率等） 

(3) 主要課題 

大カンパラ都市圏の交通セクターの主な課題は以下の通りである。 

• 深刻な交通混雑・交通渋滞の改善 

• 急激な都市化と人口増加に対応する有効な都市計画の策定 

• 高い域内国内総生産、それに伴う急激な車両数と交通量増加への対応 

• CBD（市中心部）に一点集中する都市構造の改善 

• 質が悪く貧弱な道路網（ほとんどが2車線道路）及び交通容量不足の改善 
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• 道路管理行政体及び職員の能力不足への対応 

図3.2.3は朝夕交通ピーク時における主交通フローと交通発生地域、到着地域、乗換え交通を

示す。郊外で発生した交通（図の中の黄色）の約半分はCBDへ向かい（図の中の緑色）、こ

れがCBDへの東ゲートであるジンジャー/アフリカーナ交差点、南ゲートであるショップライ

ト/クロックタワー交差点、北ゲートであるマケレレ/ワンデゲヤ交差点が非常に深刻な交通

混雑に直面している理由である。 

 Source: The Study Team based on NTMP/GKMA
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図3.2.3 主交通フローと交通発生地域、到着地域、乗換え交通 

 
3.3 大カンパラ都市圏における公共交通セクターの現況と主課題 

(1) タクシー/ミニバス（Taxi/Minibus） 

民有のウガンダ交通会社（以下、UTC）の国有化に伴い、UTCは長距離サービスにその経営

の中心をおいた結果、カンパラの都市交通サービスはミニバスを用いた民間会社に開放され

た。 

 Taxi (Matatus) in the City Center Old Taxi Part in the City Center  
Source: JICA Study Team 
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新規に公共交通に供する車両は、MoWTの傘下にある運輸免許局（以下、TLB）の認可を受

けなければならない。しかしながら、各路線に運行可能な車両総数に制限は課されておらず、

また車両は都市内及び都市間サービスの両者に共用されているのが実態である。ウガンダタ

クシー運営者・運転手協会（以下、UTODA）は1986年に、カンパラ市中心部に位置する二

つの旧及び新タクシー（ミニバス）パークの運営管理契約をカンパラ市と結んだ。それ以来、

両者はこの契約を更新・継続し、UTODAは現在全国27区に事務所とタクシーパークを有し

ている。 

カンパラの公共交通利用者は非常に限られた選択肢しかなく、自動二輪車又は通常のタクシ

ーを利用する以外、ミニバスを利用せざるを得ない。公共交通利用者は現在提供されている

サービスに関し、以下のような不満を有していることが本調査で確認された。 

• タクシーパークで満席になってから出発するため、パークから少し離れた位置から乗車

を望む利用者は乗車できないという状況がしばしば発生する。 

• 利用者が支払うべき料金レベルが不確実である。 

• 女性の利用者は車内でのハラスメントを問題に挙げている。 

(2) バス（Buses） 

25人乗りと62－67人乗りを合わせたバス総数は現在約400台運行しており、主に都市間及び

隣国を結ぶ国際交通に利用されている。これらのバスの多くはカンパラの市中心部からそれ

ぞれの方角に向けて運行されており、バス運行の認可と規制はTLBが所管している。 

都市間バスサービスは主に「Uganda バスターミナル（以下、UBT）」と「Qualicel バスター

ミナル（以下、QBT）」という二つの協会により運営されている。両者は混雑の激しいカン

パラ中心部、新タクシーパークの近くに位置している。UBTは合計154台のバス（62－67人
乗り）を有する13の会社、QBTは合計239台の大型バスを有する58の会社を管理している。

これらのバスの市中心部のターミナル（次図参照）における発着は、市中心部の交通混雑を

更に悪化させている。 

 
Source: JICA Study Team 

図 3.3.1 市中心部におけるバスターミナル、タクシー（ミニバス）パーク、商店街の集中 
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(3) ボダボダ（Boda Boda） 

ボダボダ（二輪車タクシー）は、主として乗客輸送に供されており、荷物の輸送に借り上げ

られる場合もある。ボダボダには決まった路線はなく、乗客の要望に従いどこにでも行くこ

とができる。自動二輪車と自転車を使用した形式があり、両者とも同じ「ボダボダ」という

名で呼ばれている（以下の写真参照）。これらは近距離に利用され、その容量は小さい。 

 Boda Boda (Motorcycle)  Boda Boda (Bicycle)  
Source: JICA Study Team 
 

ボダボダの運行区域はステージ（stage）と呼ばれ、各ステージには協会が指名したステージ

マスターが配置されている。カンパラ中心部のみで計124のステージマスターがおり、ウガ

ンダ自動二輪者・自転車協会（UAMBO）に参加している2,000以上の運営者がいる。 

カンパラにおけるボダボダの大多数は自動二輪車である。協会の代表者によるとその主な問

題は、交通事故、窃盗、マイクロファイナンス利用の困難さ、未認可車両の運行とその料金、

協会員の運行規定範囲外での運行等である。 
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